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 2021年10月期 業績サマリー

•売上高25.4億円。営業利益2.2億円。第１四半期は新型コロナウイルス感染症の影響が大

きかったが、第２四半期以降状況が回復し、積極的な営業展開により前期比増収増益。

• 「リアル領域」と「デジタル領域」を融合させたビジネスモデルへの挑戦として、デジタルサイネージ事

業、デジタルプロモーション事業を開始。

•東京本社を移転し、横浜ファクトリーを増床して首都圏エリアの営業機能と生産体制を強化。

•さらなる成長と企業価値向上に向けて東京証券取引所市場第二部へ市場変更を実施。

 2022年10月期 業績予想

•新型コロナウイルス感染症の影響は残るものの、引き続き回復傾向。ただし、新型コロナウイル

ス感染症の影響が全くなかった2019年10月期の水準までの回復には至らないと予想。

•このような前提の下、売上高27.5億円。営業利益3.0億円を予想。

•期末配当金は31円を予想。

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響について

•第１四半期は新型コロナウイルス感染症の影響で販売促進用広告制作での売上落ち込みが

大きかったが、第２四半期以降は回復基調となり、通期では前期比増収増益となった。
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株式会社ビーアンドピー代表取締役社長の
和田山でございます。
本日は、当社2021年10月期決算説明をご視
聴いただき、誠にありがとうございます。
それでは、当社2021年10月期の決算説明

を始めさせていただきます。

本日は、ご覧の5つのトピックスに合わせ
ましてご説明させていただきます。
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はじめに、2021年10月期の業績サマリー
をご説明申し上げます。

2021年10月期の実績は、売上高25億
4,900万円、前年比4.4％の増収、営業利益
2億2,200万円、前期比6.9％の増益、経常
利益2億7,100万円、前期比28.2％の増益と
なりました。
当期は新型コロナウイルス感染症の影響が

継続しており、一部の地域において緊急事態
宣言の発出や、まん延防止等重点措置が適用
されたことにより、経済の落ち込みが大き
かったものの、ワクチン接種が進んだことな
どから感染者数が減少傾向となり、新型コロ
ナウイルス感染症の影響からの回復基調に加
え、積極的な営業が功を奏し、前期比で増収
増益の結果となりました。
また、8月に東京本社移転、横浜ファクト

リーへ製造部門を集約させ、首都圏エリアで
の営業機能強化と生産性向上策を実施いたし
ました。
なお、経常利益は東京本社移転に伴う補償

金の受け取りがあったため、前期比28.2％
の増加となりました。
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次にＰ/Ｌのサマリーです。
先にご報告いたしましたように、当期の売

上高は25億4,900万円、営業利益は2億
2,200万円、経常利益以下はご覧の通りで
新型コロナウイルス感染症の影響が大きかっ
た前年同期と比較して増収増益となりました。

次に財務指標に関しては、コロナ禍の経済
不安な状況でも一定の利益を確保しており、
自己資本比率は、86.3％と強固な財務基盤
を維持しております。
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続きまして、各四半期の売上の推移でござ
います。
第1四半期におきましては、新型コロナウ

イルス感染症の影響が大きく、新型コロナウ
イルス感染症の影響が全くなかった前期比で
減収となったものの、第2四半期以降は需要
の回復の兆しが見られ、販促広告分野での年
度末需要獲得、生活資材分野の壁紙案件の受
注に加えまして、東京オリンピック・パラリ
ンピック関連の特需などがあったことから、
前期を上回る売上を達成することができまし
た。

次に5年間の業績推移でございます。
前期においては、新型コロナウイルス感染

症の影響により、減収減益となりましたが、
当期におきましては、先ほどもご説明いたし
ました通り、第2四半期以降は需要の回復の
兆しが見られ、前期比増収増益となりました。
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次に販売体制別の売上推移でございます。
販売促進用広告分野においては新型コロナ

ウイルスの影響が依然として続いており、売
上高は前期比横ばいとなりましたが、生活資
材分野についてはプリントシール機案件の安
定的な受注に加えて、ホテルの壁紙等の受注
等により、過去最高の売上高となりました。

次に利益増減分析についてご説明申し上げ
ます。
当期は市場変更に関連する一時的な費用が

発生したものの、コスト意識が定着し経費削
減に努めた結果、営業利益は前期に比べて
1,400万円の増益となりました。
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次に貸借対照表の各数値でございます。
前年期末に比べて、特段大きな変動はござ

いません。

当期のトピックスといたしまして、当社は
2022年4月の市場再編において「スタン
ダード市場」への移行を視野に、2021年10
月29日に東証二部への市場変更いたしまし
た。
「持続的な成長」と「中長期的な企業価値

の向上」にコミットすることで、今後も皆様
方のご期待に沿えるよう、インクジェットプ
リント事業を軸に、デジタルサイネージ事業、
デジタルプロモーション事業を本格的に展開
して、さらなる成長と企業価値の向上を目指
してまいります。
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次に2022年10月期の業績予想と今後の取
り組みについてご説明いたします。

2．2022年10月期 業績予想
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2022年10月期の業績予想は、売上高27億
5,000万円、前期比7.9％の増収、営業利益
3億200万円、前期比36.0％の増益、その他
各段階利益につきましては、ご覧の通り約
10％の増益を計画しております。
業績予想の前提をご説明申しあげます。

国内においては、いまだ新型コロナウイルス
感染症は収束に至っておらず、新たな変異株
の発生が報じられる中、国内企業の販売促進
活動は抑制的であり、イベント・展示会関係
に対しても一定の制限が継続し、完全な回復
には時間を要すことが考えられます。とはい
え、国内経済は回復基調にあり、当社の事業
領域である販売促進用広告分野においても状
況が好転するものと考えます。

2021年10月期第１四半期は新型コロナウ
イルス感染症の影響により、国内企業の販売
促進活動は低調に推移し、当社もその影響を
受けましたが、2022年10月期第１四半期は
回復し、売上高は前年同期と比較して増加す
るものと想定しております。
第２四半期については、例年３月の年度末

に向けて国内企業の販売促進活動が活発化す
るため、売上高は前年同期と同様に好調に推
移するものと考えております。
第３四半期以降については東京オリンピッ

ク・パラリンピック関連の特需がなくなるも
のの、前年同期よりも状況が回復するため、
売上高は前年同期と比較して増加を見込んで
おります。
この結果、通期の売上高は前年同期を上回

るものの、新型コロナウイルス感染症の影響
が全くなかった2019年10月期の水準までの
回復には至らないものと想定しております。



2021年10月期 決算説明レポート

10

次に業績予想を達成するための具体的な事
業部別の重点施策ついてご説明申しあげます。
インクジェット事業につきましては、引き

続き、超都心部拠点のメリットを最大限活用
し、スピーディかつきめ細かい対応、安心感
の提供に努めながら、具体的に5つの施策を
実行してまいります。
一つめは、顧客対応・目標達成・育成・管理
の各面での営業力を強化し、顧客満足度向上
によるリピート率UPを図ります。
二つめに、名古屋・福岡については景気の回
復に合わせて新規顧客の開拓を加速させると
ともに、設備の増設による生産体制の強化を
行います。
三つめに、インテリア内装分野を強化するべ
く、デジタル壁紙やガラスフィルム等の商材
を全国に展開いたします。
四つめに、対面営業での受注に加えてWEB
による全国からの受注に応えるためECサイ
トの全面リニューアルの実施いたします。
最後に、生産部門の高利益体質強化のための
原価低減や新規設備導入と生産性向上のため
の業務の自動化の推進に取り組みます。
デジタルサイネージ事業につきましては、

インクジェットプリント事業のリソースを活
かし、販売促進広告分野、インテリア分野に
対して積極的な提案を行い、市場開拓を進め
るとともに、ハード機器販売に加えてCMS 
による映像配信システムの導入提案を行いま
す。
デジタルプロモーション事業につきまして

は、インクジェットプリント事業の既存顧客
に対してWEBプロモーションの提案を行う
とともに、大手ECサイトの販売代理やEC
ショップの運営支援だけでなく、インク
ジェットプリントやデジタルサイネージを組
み合わせた実店舗における販促提案を行う当
社最大のポイントを活かした営業活動を展開
し、デジタルサイネージ事業と同様に早期の
収益化を目指します。
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次に当社の事業KPIについてご説明いたし
ます。
当社のKPIは、「顧客数×リピート頻度×

単価」でございます。
より多くのお取引先様に繰り返し利用して

いただき、常に付加価値の高い商品・サービ
スを提供し続けることが会社を成長させる重
要なポイントであると考えております。
先程ご説明いたしました事業部別の重点施

策を実行しながら、3つのKPIを最大限に高
めてまいります。
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次に今後の成長ビジョンと実現に向けた取
り組みについてご説明いたします。
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当社はこれまでインクジェットプリント
サービス分野において、販売促進用の広告や
壁紙などのインテリア商品を提供することで
幅広い市場を対象として事業を展開し、セー
ルスプロモーションに関する実績やノウハウ
の蓄積により、順調に業績を拡大してまいり
ました。一方で、デジタル技術の進歩による
広告媒体の変化、インターネットやスマート
フォンの普及、SNSの拡大に伴う購買行動の
変化により、セールスプロモーションの手法
は時代とともに大きく変化しております。
このように時代が変容する中、インク

ジェットプリント事業のノウハウを活かすこ
とのできる新たな分野として2021年10月期
よりデジタルサイネージ事業とデジタルプロ
モーション事業を開始し、新たな事業のビジ
ネスモデルの構築を進めております。
当社は、これまでインクジェットプリント

サービスを主軸事業として、商品やサービス
の販促や認知拡大の支援、インテリア商品で
は壁紙などで空間演出の支援を行ってまいり
ましたが、今後は、インクジェットプリント
サービスだけにとどまらず『販売促進・マー
ケティングをトータルサポートするワンス
トップ企業』としてサービスを拡大してまい
ります。
当社はインクジェットプリント分野で蓄積

された「販促ノウハウ」 「生産能力」
「顧客基盤」を活かし、あらゆる分野に対し
て多角的にセールスプロモーションを支援し
ます。
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先ほどご説明いたしました通り、時代とと
ともにセールスプロモーションの手法は変化
しております。
この流れに対応するべく、当社の主軸事業で
あるインクジェットプリント事業で蓄積した
実績やノウハウを活かせる分野として
2021年10月期より「デジタルサイネージ事
業」と「デジタルプロモーション事業」を
開始いたしました。
まずは新規事業である「デジタルサイネー

ジ事業」と「デジタルプロモーション事業」
をインクジェットプリント事業に並ぶ主軸事
業として成長させるべく、取り組んでまいり
ます。

今後の成長イメージといたしましては、
ご説明してまいりました3つの事業を柱とし
て「リアル領域」と「デジタル領域」を融合
させたビジネスモデルへの転換にチャレンジ
してまいります。
また、今後の当社のさらなる成長および企

業価値の向上を実現させるにはM&A戦略が
非常に重要と考えており、プロジェクトチー
ムを編成してM&Aに関する各種調査を積極
的に行い、実現に向けて具体的に計画を進め
ております。
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当社のM&Aに関する基本戦略といたしま
しては3つの事業の拡大を軸に、顧客基盤の
拡大、生産能力の拡大、エリア販路の拡大、
付加価値ビジネスへの進出、この4点を基本
戦略としながら、成長を加速できる企業との
M&Aを具体的に検討してまいります。
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次に株主還元方針でございます。

株主還元方針といたしましては、経営基盤
の強化を最優先とし、将来の事業展開と内部
留保とのバランスを考慮の上、利益配分を実
施してまいります。

2022年10月期におきましては、配当方針
は期末配当の年１回を基本方針と定めており、
現時点で当該基準日における配当予想額は
31円でございます。



2021年10月期 決算説明レポート

5．参考資料

17

最後に参考資料です。

こちらは、当社の事業概要を示しておりま
す。
企業理念は「より良い働きを通じて全従業

員の物心両面の幸せを創造し社会へ貢献す
る」でございます。
企業のベースとして働いてくれるのは社員

ということをベースに置きながら株主価値を
最大限まで高めていきたいと考えております。
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次に当社の拠点についてご説明いたします。
主要拠点といたしまして大阪本店、東京本社、
さらに国内最大規模のインクジェット生産体
制を有する横浜ファクトリーでございます。
大阪、東京にはデジタルサイネージショー
ルームを併設しており、最新の機器をご覧い
ただけます。
名古屋営業所、福岡営業所は、一層の顧客

開拓を進めており、将来的には主要拠点と同
等の規模まで成長させる考えでございます。

こちらの写真は国内最大規模のインク
ジェット生産拠点である横浜ファクトリーの
社内の風景でございます。
他の拠点も同様に都心のオフィスに多数の

インクジェットプリンターを設置し、短納期
のサービスを展開しております。
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次に「充実の設備で最適な商品を提案」と
して私どもが保有する設備の主要なものを記
載させていただいております。設備の台数、
種類は業界の中ではトップクラスでございま
す。
ご覧のようなインクジェットプリンターや

加工設備を100台近く保有しており24時間
生産体制にてお客さまへ高品質な商品を短納
期でお届けするサービスを展開しております。

デジタルサイネージ事業では、インク
ジェットプリント事業で得意とする「販売促
進広告分野」と「インテリア分野」に向けて
商品を展開しております。
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最後は、免責事項といたしまして将来の見
通しに関する注意事項を記載させていただい
ております。

2021年10月期の決算説明は、以上でござ
います。
最後までご視聴いただき、誠にありがとうご
ざいました。
この動画に関するご質問がございましたら、

こちらに表示されておりますメールアドレス
までご質問をお送りください。
今後とも当社へご支援を賜りますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。


